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2 0 1 4 - 1 5年度 国際ロータリーテーマ

第 ４ ３ 代 ク ラ ブ 会 長 比 留 間 孝 司

「ロータリーに輝きを」

2 0 1 4- 1 5年度 ガバナー 鈴木 孝雄

次回例会案内 【 10月8（水 ）】

卓話

職業奉仕委員会

本日の例会

全員クラブ協議会

「ひとりひとりの
『ロータリー・モメント』を！！」

国際ロータリー第２５８０地区（東京・沖縄）

Tokyo-Musashimurayama Rotary Club
東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

（ 2 0 1 4 年 9 月 2 4 日 ）第 2 0 5 3 回 例 会 報 告

職業奉仕12章 「事業の経営に最善の努力をする事こそ職業奉仕だ」

週 報 №２０５３

1 0 月 は 米 山 月 間 職 業 奉 仕 月 間

司会 野島 征 ＳＡＡ（会場運営委員）

（ 比留間 孝司 会長 ）

会務報告 （ 比留間 孝司 会長 ）

点 鐘

奉仕の理想
ソングリーダー（ 志々田 陽介 会員 ）

斉 唱

○ガバナーより公式訪問の礼状が届いています。

○世界ポリオデー（10月24日）に関連したイ
ベントを企画しているクラブは9月30日まで
にＧ事務所へ連絡をお願いします。

○ロータリー財団年次寄付の件
2013～14年度 34地区中第3位となりまし
た。（1人平均135.93ドル）

○コーディネーターニュース10月号が届いてい
ます。「ロータリー公共イメージ推進」

○地区ロータリー財団セミナーの案内
・11月11日（火）15:00～
・如水会館2階
・出席者①2014～15年度ロータリー財団

委員会
②2014～15年度会長、幹事、国際

奉仕委員長、社会奉仕委員長、20
15年～16年度会長（予定者）の
うち2名以上 合計3名以上

来客紹介 （ 比留間 孝司 会長 ）

○ゲスト 森住 智亜美 様
（元青少年交換留学生） 幹事報告 （ 網代 稔 幹事 ）

○ロータリーレート10月
1ドル106円（現行102円）

○事業計画書を頂きました。
・東京東村山ＲＣ ・東京福生ＲＣ

（ 後藤 正次 会場運営副委員長 ）出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

32名 24名 89.29% な し

○事前メーキャップ
原田 友義 会員 （東京東大和ＲＣ）

○出席免除会員
網代 雅男 会員 榎本 昭 会員
栗原 高明 会員 宮﨑 恒夫 会員

☆比留間孝司会長・網代稔幹事⇒先週のＦＲＣ合同例会は皆様
のご協力を頂き無事終了することが出来ました。小谷真生子

さんからも御礼の連絡を頂いています。
☆比留間孝司会長・網代稔幹事⇒森住智亜美さん、あらためて

今日はようこそ！！トルコという国のこと、勉強した こと、
など時間の限り話して下さい。

◆今回計 ２０，０００円 累計 ４８６，０００円

ニコニコＢＯＸ （ 小林 邦雄 親睦委員 ）

○「青少年奉仕情報」第7号が届いています。

○「ローターアクトクラブ例会参加のおすすめ」
が届いています。
※別紙参照の上ご出席ください。

○ハイライト「よねやま」174号を頂きました。

○東京クラブより「2014～15年度東北すくす
くプロジェクト」協力依頼が届いています。



◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １
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◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間 孝司 ◎ 幹 事 網代 稔
○ 副会長 宮﨑 茂夫 ○ 副幹事 倉内 淳
□ クラブ会報委員長 松村 慎一 副委員長 網代 雅男
委 員 原田友義、薄井政光、波多野晃夫、比留間一義

トルコでは授業時間が長く一番短いコマで2時間、
長いと5時間になり日本の90分間が大変楽に感じら
れました。
友達とは、日本食と韓国食（寿司・ラーメン等）
を交互に食べていたので日本食が恋しくなる事は
ありませんでした。
ホストファミリー、友達の家族も娘のように可愛
がってくれました。好きな食べ物を作ってくれた
り、外出すると迎えに来てくれたり…多くの家族
の方々からの食事の誘いがありました。私は幸せ
者だと思いました。
クラスでは、知らない話題が多く、孤立する事が
あり寂しい思いもしました。楽しい事、寂しい事
沢山ありました。
私の将来の夢は、トルコと日本の掛け橋になる仕
事に就く事です。トルコの文化を取り入れ、日本
文化を発信する旅行会社に勤務出来たらいいなと
思ってます。最後までご静聴頂きありがとうござ
いました。

元青少年交換留学生 森住 智亜美 様

皆さんこんにちは、私は2010年、2011年とトルコ・
イスタンブールに派遣させて頂きました。ずっと行
きたい国でした。トルコに派遣が決まり大変嬉しく
思いました。
トルコへ行って驚いたのは1日5回の礼拝の祈りの放
送です。日本のお経の様なものです。
一年の留学でトルコの事を知る事が出来ましたが、
これで満足だと思う事はなく、もっと知りたいと思
うようになりました。帰国後は、トルコ留学できる
大学を見つけて昨年8月、2度目のトルコ留学が出来
る事になりました。
語学、政治をもっと深く学ぶ事がテーマでした。ト
ルコでは日本にはあまり無いデモを多く、何度も見
る事が出来ました。危険な為、客室から出ないよう
にしていました。

2.インターアクト
14歳～18歳までの青少年の為のＲＩの奉仕クラブ

で、高校生が対象で主に学校単位で、学校のクラブ
活動（ボランティア部）という位置づけで奉仕活動
を行っている。
活動内容としては、社会奉仕として地元の清掃活動
や海外クラブとの友情ネットワークを築いている。
世界では、120余りの国や地域に、11,000以上のクラ
ブ、20万人近くの若者関わっている。当地区では、
東京6クラブ、沖縄6クラブの計12クラブが提唱して
いる。

3.ローターアクト
18歳～30歳までの青年男女のために、ロータリー

が提唱する奉仕クラブで、ＲＡは通常、地域社会
または大学を基盤として活動していて、クラブでは、
職業人としての専門性を高めるために、ロータリア
ンを例会の卓話に招いたり、ロータリアンの会社
（工場）の見学などを行っている。
また、ＩＡと同様、地域のボランティアや海外Ｒ
Ａとの交流も図っている。ＲＡはロータリークラブ
の「真の奉仕のパートナー」であり、ロータリー家
族の重要な一員です。世界では、200余りの国や地域
に7,000以上のクラブがある。
当地区では、東京8クラブ、沖縄3クラブの計11ク
ラブが提唱している。

4.青少年交換
青少年交換は来日学生と派遣学生があり、その

参加者は世界を前進させる力と言われている。参加
学生は、最高で1年間、母国以外の国でホストファミ
リーと生活をともにし、学校へ通い、新しい生活、
新しい言語、自分自身についても多くのことを発見
し、自国やその文化、自分の考えを出会った人々に
伝える若き親善大使として、新しい友人を作りなが
ら、世界を一つにする役割を担っています。
現在、世界で年間8,000人以上の若者が、青少
年交換を通じて貴重な体験をしています。

☆ローテックス
交換留学生として海外で勉強した経験のある

人たちを指す用語として使われ、帰国後は、自ら
の留学経験を生かし、世界各国でロータリーの
留学生の架け橋として活躍している。

「ロータリアンだからこそできる青少年奉仕
まずは次世代を担う若者と会って、お話を聞いて、
そしてアドバイス」

ＲＩ第2580地区 青少年奉仕ガイドブックより

『5番目の重要奉仕として』
従前は四大奉仕（クラブ・職業・社会・国際）

の中の社会・国際に含まれていたが、2010年4月
シカゴでの規定審議会において、五大奉仕として新
世代奉仕部門を加える手続き要覧の改定決議がな
され、2013年4月の審議会にて、その対象をより明
確化すべく名称が青少年奉仕へと改定されました。

『ＲＩ 常設青少年 プログラム』
下記の4つのプラグラムにより、年齢30歳まで

の多数の青少年が、将来リーダーとなるために必要
なスキルを身につけようと、ロータリーのプログラ
ムに参加し、青少年プログラムの参加者は、地域の
プロジェクトや指導力開発の研修、文化交流などに
参加することによって、自分自身と世界について発
見することができ、またロータリアンを模範として、
倫理、奉仕、親睦の理念についても学びます。

1.ライラ（ロータリー青少年指導者養成プログラム）
ロータリーが実施する若者たちへの研修プログラ

ムで、対象となるのが14歳～30歳の青少年ですが、
多くのクラブや地区では14歳～18歳、19歳～30歳
など、年齢層を絞って実施して、ＲＹＬＡはリーダー
シップ、良き市民、人間としての成長を強調してい
ます。

例：・小・中学生 俳句コンクール（新宿ＲＣ）
・少年野球支援（江東ＲＣ）
・防災教育と音楽の集い（新都心ＲＣ）
・ロータリーファミリーとの交流（臨海ＲＣ）
・中学生 人権標語（紀尾井町ＲＣ）
・彫刻清掃と芋煮交流会（清瀬ＲＣ）
・中学生 職業マナー講座（東久留米ＲＣ）
・その他、職業体験、インターンシップ、ets
現在、当地区71クラブ中、46クラブが独自の
青少年奉仕活動を行っている。

卓話 田中伸彦委員 青少年奉仕について

ごあいさつ


